
2024年度 第6回日本科学教育学会研究会（北海道支部開催）プログラム

[テーマ]

[日　時]

[会　場]

[日　程]

13:00～13:05 開会

13:05～14:25 研究発表

14:25～14:35 休憩

14:35～15:35 研究発表

座長： 吉田 安規良（北海道教育大学札幌校）

A01 13:05～13:25
スイスのドイツ語圏にある小学校におけるMINT/STEAM教育実践

－Bremgarten UnterschuleのMINT教育実践の授業視察を事例に－

○三崎 隆（信州大学名誉教授・都留文科大学）

A02 13:25～13:45
教育DX推進のためのコネクショニストモデル導入･生成AI活用による理科指導法･評価法の

適正化に向けて―データ駆動型理科教育構築を視程して―

○杉本 剛（関西福祉大学教育学部，東北大学大学院教育学研究科）

A03 13:45～14:05
植物と緑藻を用いた化学物質の曝露時間による影響の可視化実験の設計

―生長と葉緑素合成を指標として―

○岡浜 茉衣莉（日本薬科大学）・和田 重雄（日本薬科大学）

A04 14:05～14:25 韓国の改訂小学校科学教育課程の特徴と化学学習内容についての認識調査（I）

○孔 泳泰（コン ヨンテ）（韓国晋州教育大学）

14:25～14:35 休憩

座長： 長根 智洋（北海道教育大学釧路校）

A05 14:35～14:55
栄養教諭研修会における「食育」を組み入れた「気象とその変化」の授業評価とそこからの学

び

○吉田 安規良（北海道教育大学札幌校）・豊田 花恵（沖縄県教育委員会）

A06 14:55～15:15
エタノールの脱水反応における混合手順の差異がエチレン生成に与える影響とは

―高等学校化学の教科書における記述内容の違いから―

○折霜 文男（東京都立竹台高等学校）

座長： 森 健一郎（北海道教育大学釧路校）

B01 13:05～13:25 　「数学」と「情報」は共存できるか

○渡辺 信（生涯学習数学研究所）

B02 13:25～13:45 数学・理科の成績と主観的幸福感の関係分析

○加納 寛子（山形大学 学術研究院）

B03 13:45～14:05
振り返り記述へのフィードバックを活用した授業の実践と学習者の認識の調査:

中学校数学科図形分野における実践

○赤間 祐也（武蔵高等学校中学校）

B04 14:05～14:25
中高生に生理学をどう教えるか？

―解剖と探究活動による進路意識の変容に着目して―

○長山 定正（市川学園市川中学校高等学校）

14:25～14:35 休憩

座長： 森 健一郎（北海道教育大学釧路校）

B05 14:35～14:55
探究のオリジナリティはどこから生まれるのか？

―内省型と実践型のカリキュラム比較から―

○亀田 麻記子（順天高等学校）・和田 重雄（日本薬科大学）

B06 14:55～15:15
　「遺伝子」のConceptual Profileモデルを用いた高校生物の「遺伝子座」に関する教室談話

の分析

○志賀 優（筑波大学大学院人間総合科学学術院）・山本 容子（筑波大学人間系）

B07 15:15～15:35 地学領域における「地球システム概念」の形成に向けたカリキュラム開発

○髙橋 弾（釧路市立共栄中学校）、森健一郎（北海道教育大学釧路校）

明日を拓く科学教育

2025年6月15日（日）　13：00～15：35

オンライン開催　北海道教育大学釧路校（本部）


